
学校だより
09インディアナ日本語学校
N011(6月 )全校生311人

皆様からの意見や要望(学習編)
ホタルの見られる季節です

|○ 学習について

本校の歌人

○ 夏の陽に 照らされ輝く 海面に

l① 宿題鶴 やしてほしい。(小下)              |
I② 算数の宿題で文章問題を増やしてほしい。(小下)      10
1③ 文章を書く宿題を毎週出してほしい。(小下)        |
:④ 月ヽ3からの理科・社会の家庭でやれること撒 えてほしい。(4ヽ下)|
l⑤ なかなか自分から発表しないので、指名してほしい。(小上)  |
:⑥ 読書を宿題の一部に出してほしい。(小上)         |

P暦亀古量竃三事まに言軍藁誕懸獄理瑾主:宴tしぁりま|°
1聾長島』〕皇」ぷ又 8、まri多墨澪駅濯

罐望ま
:

風がまじつて 海のカーテン

(6年 上山 貴子 )

雨の日に 雷が鳴リ ドスンドスンと

すごく激しく 闘つている

(6年 寺坂 麻彩)

マウンドを ゆずりたくない ばくの意地

で
みんなのいぇ∫諜こ詈言千

妻 餞 文章を書こう

昇 鼎

「‐■曽i~llili:::::]::::ilili:こ 1:::::lilttI::罵重[。 11       1ま まがトゥスフェリーのしやべつていそ

「蔦碁
…
1選緊葬再翻爾[萎爾覇:砥  |

「蔦 ≪  認 駆 蕩 夏覇更奮鷲 輛 i冊i
|たモールでほう石のげん石をかつてもらいました。その石は、ぼくの手のひらと同じくらいの |
:大きさの石でした。きらきら光つてとてもきれいです。そのよるは、ケンタッキーのホテルにと |

|まりました。そのホテルには、プールがあたつのでプールに入ろうと、下に下りてみたら、さっ |

|きまで人があそんでいたのに、なぜかこしようしていてプールに入れませんでした。つぎの日 |

:には、メモリアルアルデーで学校が休みだつたので、シンシナティのどうぶつえんにいきまし |

|た。そのどうぶつえんには、キリンやチーター、それにぞうやとらもいました。       |
:ギフトショップがあったので、そこによりました。ばくは、またほう石のげん石をおこづかいで |

かいました。ぼくは、とても楽しかユ です。_______、 _―一―ニー………―一……―一……………――=
|    うえやま
4年 上山躍L:譜:ポミギ繁こ艦鍬ご謀緊 為糧駆亀織 |

I:出ることは、_消 4Lをnl■ぅだけでなく、貞の健康1■と:曇 人事だと思L)ましたq――____…1
1私が感じたカルチヤーショックは、言葉です。私は、日本にいるとき英会話教室に通つてい

|

|ました。そのときは、習い事の1つとしていただけなので、楽しかつたけれど、それほど熱心 |

|ではありませんでした。                              |
|アメリカに来て、その英会話教室で学んだことが役に立つと思つたけれど、そうではありま |

|せんでした。アメリカのクラスメイトや先生の話している言葉は、速くて聞き取れず、私が日 |
1本で習つた英語とは全く違つていて、とても驚くのと同時に、どうして理解できないのだろうと |

1悔しく思いました。それで、日本人の方に家庭教師をお願いして、文法・単語“表現・発音を |

1教えてもらうようになつてから、少しずつだけれど、上達していくように感じました。     |
1今では、多少のつまずきはあるけれど、アメリカ人のクラスメイトやバンドの仲間、それに先 |

1生と会話をすることが出来るようになりました。この言葉の壁を、何とか乗り越えることが出 |

1来たの■、_Lめい‐ 人の東えがあつたからだと思っています。…………1__… _… ……………1

中2年

|   はやし  かなえ
1 林  佳苗


